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ライトシステム：メニュー構成 ２０１３．０２．１

画面・帳票集 株式会社アクセス
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１．メニューの構成

(1) 販売管理・日次の伝票処理

「得意先からの問い合わせ」対応に使用するプログラムから、日次に処理する伝票の入力・

確認プログラムをまとめています。

口座振替の「請求」「入金」処理プログラムもここに置いています。

(2) 保安管理

保安台帳に該当する得意先の基本情報、定期調査に関するデータの入力プログラムと、

それらの内容を印刷確認するためのプログラムをまとめています。

設備、燃焼器具の耐用期限などの一覧表も作成できます。

(3) マスターメンテナンス

得意先マスタの作成、更新、商品マスタの作成、更新などを行います。

料金計算式の作成、変更、料金表の印刷も行えます。

名簿を作成するために便利な「アラカルト」プログラムがあります。

◎社名や、担当者のメンテナンスは、普段必要としないので、メニューには置いていませ

んが、設定時には使用します。

(4) 月次締め処理

毎月末に使用するプログラムをまとめています。

残高管理、配送委託先への検針データの送付なども行えます。

(5) 補助マスタ

必要に応じてマスタなどの設定を行います。普段は使用しません。
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２．販売管理・日次の伝票処理

(1) 得意先状況問い合わせ

得意先の基本状況を参照します。

電話などで「問い合わせ」があった場合に使用することを目的としています。

得意先の検索は、「コード」「フリガナ」「電話番号」「全角名称」「住所」で行うこと

ができます。

（オプションで、電話機と連動した、ＣＴＩシステムとすることも可能です）

表示画面から、別の画面に連係することができます。この連係機能は、設定ファイルの定義に

より、表示する機能を変更することが可能です。

ここでの例は、標準的なものです。
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「Ｆ１」を押した場合

「Ｆ２」を押した場合
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「Ｆ３」を押した場合

◎これは、アクロバットリーダという無料のソフトで、ＰＤＦファイルを表示したものです。

ＰＤＦファイルは、イメージスキャナや、印刷ソフトなどで作成することができます。

同様に、デジタルカメラで撮影した写真を、ボタンから表示することもできます。

拡張子が、ＪＰＧで作られていれば、Ｗｉｎｄｏｗｓの機能で表示できるので、無料です。
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(2) 検針伝票の入力

ハンディ端末を使用しないで、検針を「手入力」する場合に使用します。

(3) 売上／入金伝票入力

検針以外の「売上伝票」を入力します。

口座振替以外の「入金伝票」もこの画面で入力します。
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(4) 入力データモニタリスト

検針、売上、入金した伝票の内容を確認するために「一覧表」を印刷します。

プレビューの設定ができるので、画面で確認して、その後印刷するかどうかを決めることが

できます。（以下の例は、画面の表示を切り取って貼り付けたものです。）
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印刷する内容と同じものを、ＥＸＣＥＬで使用することができます。

ほとんどの一覧表にはこの機能を入れてあるので、データの有効利用が可能です。

ＥＸＣＥＬでの使用例

＜お断り＞

ＥＸＣＥＬは、Ｗｉｎｄｏｗｓに標準でインストールされているわけではありません。

別途購入が必要です。

パッケージとして一式を購入された場合は、ＯｆｆｉｃｅＰｅｒｓｏｎａｌ２００７をセット

してご提供しています。
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(5) 商品別売上日計表
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(6) 担当別売上日計表

日々の売上、入金を、担当ごとに集計します。
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(7) ハンディ検針データ作成

ハンディ検針用のデータの作成を行います。

「検針日」で、何日から何日までという範囲で取り出します。この日付は、得意先マスタに

あらかじめセットしておく必要があります。

指定された範囲内で、検針順コードの順番にデータが作成されます。
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ハンディへのデータ送信は、ＣＦカードまたはＳＤカードの交換で行います。

カードをＰＣにセットして、メニューを起動すると、次のように表示されて、「Ｅｎｔｅｒ」

キーでコピーが始まります。５秒程度で完了です。

通信ボックスを介してのデータ送受信も可能です。（別売り）
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標準ハンディ検針伝票：例１

①検針年月、ホストより渡されるデータ

① ② ②ハンディのタイマーから印字

③得意先のコード

③ ④得意先名（全角で１５文字）

④ ⑤得意先の住所（全角で４０字、２行で印字）

⑥今回検針日、前回検針日とその指針

⑤ 検針間の日数と、検針数量

⑦メータ交換されているときに印字。

⑥ この例では、交換時に１０㎥の差引使用量があった。

⑦ ⑧前回検針時の使用量

⑧ ⑨前回検針時の繰越残高。別途請求書を発行するなら

⑨ ば、印字しない。

⑩ ⑩基本料金。（印字の有無のオプション有り）

⑪ ⑪今回のガス料金。基本料金を別に印字する場合は、

基本料金を含まない。

⑫その他の明細

⑫ 「ガス価格変動調整金」は、設定により計算される。

この例では、リースの売上が別にある。

⑬ ⑬消費税。内税、外税のオプションあり。

⑭ ⑭合計の請求額。

⑮ ⑮値引きをハンディで入力した場合に印字。

⑯ ⑯入金をハンディで入力した場合に印字。

⑰ ⑰差引の次回繰越金額

⑱支払の方法。この例は「集金」

⑱ 他に、「現金」「自振」「生協」「銀振」「郵振」

「コンビニ」「クレジット」がある。

⑲ ⑲会社名、住所、電話番号

⑳ ⑳お知らせ欄

㉑ ㉑サンクスポイントの例

㉒ ㉒振込先印字の例

㉓ ㉓検針担当者の名前

㉔ ㉔調査点検項目。裏面に詳細記述

㉕ この例は、戸建て住宅

㉕担当者が、印を押す欄（任意）
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例２

⑩基本料金を印字しない例

⑩

⑫その他の明細

明細を印字しないという選択もあるが、リース、

⑫ 割賦は、必ず印字。

⑳ ⑳お知らせ文書。全角で５０文字まで。

㉔調査点検項目。

㉔ この例は、集合住宅。

調査しない場合は、空欄になる。
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例３

⑨ ⑨自振で、前回繰越を出したくない場合は、このように

######で印字。裏面に断り書きあり。

⑱ ⑱自振の例

次回振替予定日と、前回の振替結果を印字。
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(8) ハンディ検針データ更新

「受信」メニューを起動すると、次のように表示されます。

ハンディのＣＦカードをセットして「Ｅｎｔｅｒ」キーを押すと、データがＰＣにコピーされま

す。

続けて、「更新」を実行すると次のように表示されて、データが更新されるとともに、結果が

印刷されます。
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(9) 入力伝票の取消

間違って入力した伝票を取消します。

(10)検針入力の取消

間違って入力した検針伝票を取消します。
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３．保安管理

(1) 保安マスタメンテナンス

上記メニューから、１～６を選択して下位メニューを実行します。

基本情報の入力画面
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「４年に１回の調査」「周知実施日」「書面の交付日」「開栓日」の管理を行います。

供給設備の設置状況を入力します。
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安全機器の設置状況を入力します。

燃焼器具の設置状況を入力します。９９行まで入力できます。

ガス器具以外を入力することもかまいません。



- 23 -

「保安台帳」の印刷を行います。（必要なことではありません）

印刷例
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(2) 設備情報の登録／更新

設備コードは、「供給設備」「安全機器」と同じコード（２桁）で管理しており、この画面でも

メンテナンスができます。

(3) メータ交換入力
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(4) メーター管理表

「一覧表」「期限切れ一覧表」～「交換一覧表」が印刷できます。
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(5) 設備情報管理表

メータ以外の設備の「一覧」「期限切れ一覧」などを印刷できます。
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(6) 消費者保安管理表

設備の一覧、点検状況の一覧表を印刷できます。
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(7) 消費設備設置状況リスト

主に燃焼器具の設置状況の一覧を印刷します。
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(8) 保安調査実施予定表

定期点検調査の実施状況（これからするもの、最近したもの、再調査）を印刷できます。
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４．マスタメンテナンス

(1) 得意先マスタメンテナンス

得意先の「登録」「更新」「削除」を行います。

得意先コードは、１０桁です。

ＸＸ ：営業所コード 営業所が複数あるときに分類します。規定は、０１です。

ＸＸＸＸＸ：一連番号 ０００１０、０００２０．．．のように割り付けます。

ＸＸＸ ：枝番号 集合住宅の枝番号。

コードをできるだけ短く管理したい場合は、全桁を使用する必要はありません。例えば、

０１００１、０１００２、．．．０１９９９としても、９９９件の管理が可能です。

－－＞詳細は、「マスター記入要領」を参照して下さい。

「得意先一覧表」「自振一覧表」「保証金一覧表」「請求一覧表」により、登録内容の

確認リストが印刷できます。
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・得意先一覧表で「得意先マスターリスト」

・自振一覧表で「預金口座振替得意先一覧表」
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・保証金一覧表で、「保証金管理表」

・請求一覧表で「請求書出力得意先一覧」
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(2) 商品マスタメンテナンス

商品コードは、初期データをサンプルとして提供していますが、任意にメンテナンスが可能で

す。

コードは、８桁あります。

ＸＸ ：大分類。メーカー名など

ＸＸＸ：商品名

ＸＸＸ：型式などを管理するための細目

通常は、５桁で運用します。

「一覧表印刷」より、登録内容の確認リストが印刷できます。
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(3) ガス料金表を計算式で作成

料金番号の桁数は、数字で４桁です（０００１～９９９９）。

従量料金計算方法には、２とおりがあります。

１．使用量の刻みごとに積み上げる

２．使用量範囲内の単価と使用料を掛けて、基本料金を加算する

丸め処理の基本は、円未満切り捨てです。

消費税は、「内税」「外税」「税無し」から選択します。

基本料金の日割り指定もできます。

「価格変動調整」を使用することにより、料金表を変えなくても、売上額を変動させることが

可能です。

刻みテーブルは、１０階層までです。

「一覧表印刷」「料金表印刷」より、登録内容の確認リストが印刷できます。

（料金表は、(5) を参照）
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(4) お知らせマスターメンテナンス

ハンディ検針時に選択できる、「得意先へのお知らせ文言集」です。
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(5) 預金口座振替得意先一覧表

口座振替の得意先の一覧を印刷します。マスタ内容の確認用です。
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(6) ガス料金表印刷
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印刷例：
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(7) リースデータのメンテナンスと一覧印刷

１得意先に、８個までのリース明細を登録することができます。回数は、９９回までです。
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(8) アラカルト

名簿、一覧表を作るための便利なプログラムです。

画面にある、任意の項目の組み合わせで、一覧表を作成できます。
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(9) 解約マスターの作成

引越時に、現使用コードを、別のコードに移し、売掛金等の明細もそちらに引き継いで、元の

コードを「空き屋」にします。



- 44 -

(9) 入力伝票の取消

間違って入力した伝票を取消します。

(10)検針入力の取消

間違って入力した検針伝票を取消します。
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５．月次締め処理

(1) 請求書の印刷（一太郎）

Ａ４サイズの用紙に、上下で印刷します。下半分の内容は同じですが、見出しは、

「請求書控え」「領収書」から選べます。



- 46 -

(2) 口座振替請求出力

銀行番号、あるいは委託番号で請求明細を取り出します。

ＦＤ作成まで行えます。（初期設定は、サポート担当が行います）

金融機関へは、ＦＤ、 オンライン（別ソフト）、インターネットで請求データを送ります。
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(3) 振替請求額修正

金融機関へ送る前に、請求額を強制的に修正したい場合に使用します。

コード番号を入力するか、黄色の「ＮＯ」をクリックして、請求額の訂正ができます。

「訂正」が完了したら、「Ｅｎｄ」を押して、完了して下さい。ＦＤ作成の要求が表示されたら

「口座振替請求出力」と同じ手順を実行して下さい。
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(4) 口座振替結果入力

金融機関から戻った、口座振替データで入金処理を行います。

金融機関との間で、ＦＤ交換していなくとも、請求データ作成時のＦＤを保存しておけば、

一括入金処理が行えます。

＜お断り＞

金融機関によっては、全銀形式を一部変形して運用している場合があり、必ず交換できると

いう保証がありません。テストの結果、データ交換できない場合もあります。

オンラインでの交換は、金融機関との調整が必要です。オプションで、「全銀手順」ソフトを

用意していますが、必ずしも適合できるとは限りません。
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(5) 売掛管理台帳（月報）

毎月末に、当月の売上、売掛状況を把握するための帳票です。
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(6) 売掛金累積経過票

残高の累積している得意先を把握するための一覧表を印刷します。

例えば、３ヶ月以上滞納している得意先だけを選択することができます。
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(7) 業種別得意先数カウント

必要に応じて出力します。
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(8) ＬＰＧ消費分布表

必要に応じて出力します。

ｎ立法の得意先が何件いて、どれくらいの売上あるかなどを参照できます。
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(9) 月別得意先別実績表

必要に応じて出力します。
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(10)任意区分別検針使用量一覧

本来は、配送委託先ごとにメニューを作ります。このプログラムは、明細だけ印刷します。

サンプル画面には、いくつかの問屋さんの名称が記されていますが、ＦＤ交換をする場合は、

相手先と調整してデータ形式の確認などを行ってから運用に入ります。サポート担当に問い合わ

せて下さい。

オンラインで交換できる場合もあるようですが、一意に判断できないので、その都度調整を

行っています。設計上できない場合もありますので、ご了承下さい。
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(11)月次締め処理と月初め処理

当月の売掛金を、「前月末」として繰越処理を行い、様々な累積データを「保存期限」に従って、

調整します。コンピュータを、翌月開始の状況に移行します。


